
どなたでもご参加いただけます。
ご家族、ご友人お誘い合わせてご参加下さい！

兵　庫兵　庫
大 真 理 講 演 会大 真 理 講 演 会

兵庫の地に『生命の實相』の真理が光輝く !!兵庫の地に『生命の實相』の真理が光輝く !!
ここからよろこびの人生が始まる！ここからよろこびの人生が始まる！

第８回第８回

主催　兵庫大真理講演会実行委員会　後援　公益財団法人生長の家社会事業団

お問合せ　072－781－4545（瀧内）
　　　　　090－3971－0302（筒井） お申込

　裏面の申込用紙に必要事項を記入の上ファックスでお申込下さい。

FAX 072－783－5397（瀧内）
078－995－1011（筒井）

11   11   2222 日

令和８年令和８年

会場 あすてっぷＫＯＢＥ
２階セミナー室１・２
※会場へのアクセスは裏面をご覧下さい

 1,000 円 1,000 円
 　高校生以下無料 　高校生以下無料

新編『生命の實相』新編『生命の實相』
第61巻【幸福篇㊦】第61巻【幸福篇㊦】

月刊『谷口雅春先生を学ぶ』月刊『谷口雅春先生を学ぶ』
令和８年11月号令和８年11月号
※テキストは当日会場でも頒布致します。※テキストは当日会場でも頒布致します。

13:30 ～16:30
（開場13:00）

日時

テキスト

参加費

昭和30年熊本県生まれ。九州大学卒業後、
生長の家本部に奉職し、青年会部、相愛
会部で活躍。その後、山形教区教化部長
を歴任ののち生長の家総本山で練成部、
神癒祈願部でご活躍されました。現在は谷
口雅春先生を学ぶ会代表として谷口雅春先
生の御教えを正しく、歪みなく伝える、誌
友会、勉強会の拡大に尽力されています。

生長の家創始者
谷口雅春先生を学ぶ会
代　表

前
ま え

原
は ら

  幸
ゆ き

博
ひ ろ

 講師

昭和 24年青森県生まれ。大学入学のため
上京後、生長の家の学生活動に加わる。そ
の後、生長の家本部に奉職。『理想世界』
誌の編集に携わる。平成 18年より山形教
区、26年より青森教区教化部長を歴任。
現在は光明思想社の月刊誌・書籍の執筆や
編集に携わるとともに、谷口雅春先生を学
ぶ会全国講師として各地の講演会に出講さ
れています。

生長の家創始者
谷口雅春先生を学ぶ会
全国講師

花
は な

田
だ

  　研
け ん

 講師

講　師講　師



会場アクセス

あすてっぷＫＯＢＥ
住所：神戸市中央区橘通３－４－３
TEL： 078 － 361 － 6977
JR 神戸駅　徒歩 7 分
神戸市営地下鉄「大倉山駅」　徒歩 3 分
神戸市営地下鉄海岸線「ハーバーランド駅」
徒歩 7 分
神戸高速鉄道「高速神戸駅」　徒歩 3 分
※有料地下駐車場もあります。

第８回  兵庫大真理講演会　参加申込書
フリガナ

参加される

ご家族の方

お名前

　　　　　　　　　　　　  　　　（ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）
名　前 （ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）
お名前

　　　　　　　　　　　　  　　　（ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）

住　所

〒

お名前

　　　　　　　　　　　　  　　　（ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）

電話番号 紹介者
（参加勉強会）

ご記入いただいた個人情報は、本会の運営、連絡等のほか、これに付随する業務を行う目的の範囲内で利用し、それ以外の目的に利用することはありません。 

参加のお申し込みは上記に必要事項を記入の上ＦＡＸでお申し込み下さい。FAX 072 － 783 － 5397（瀧内）

　　078 － 995 － 1011（筒井）
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